
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日時 ： 12 月 12 日（日）午後７：00 開始 ８：30 終了予定 

会場 ： Web(Zoom)上にて 

参加者：10 名 

 

昨年度は奈良での予定で楽しみにしていたのですが、コロナ渦のため中止でオンラインに切り替わり

ましたが、今年もやはりオンラインで催すことになりました。東日本ブロックからも3名参加しました。 

オンラインとはいえ、久しぶりに「お会い」する方もおられ、楽しい一時となりました。次回こそ奈良

で皆さんにお会い出来ればと思います。 

令和 3 年度 NPO 塾全協 西日本ブロック 

オンライン忘年会 

 

2022 年 1 月 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2021 年 12 月 15 日（水） 10：30〜112：00 

場所：Web 上(ZOOM) 

協力：（㈱）教育開発出版 

レポーター：中村基和 

第 1 部では各地の中 1・1 学期の定期試験問題を前年度と比較研究したレポート、第 2 部では同社の教

材のプレゼンテ―ションをしていただきました。 

 

第一部 講演 「中 1・1 学期の英語の定期テスト分析に基づくご提案」 

講師：（(株)教育開発出版 企画推進室 室長 奈良氏 

〔概要〕指導要領では倍に増えた語彙を「受容語彙（聞いたり読ん

だりすることを通して意味を理解出来るように指導すべき語彙）と

「発信語彙(話したり書いたりして表現できるように指導すべき語

彙)」に分けてある。発信語彙（教科書の新出語彙で太字になってい

るもの）は 1000 語前後で、そのうち小学校の教科書出てくるものが

3 割〜4 割くらいである。新出の文法事項は仮定法、現在完了進行

形、原形不定詞。4 技能ではリスニングは主役級になった。その結果

学校での語彙、文法の指導時間が減って行くことになる。 

 中 1・1 学期の英語の定期テストにおける技能別の割合は以下の通りだった。 

 （80 校、4751 問の集計結果！） 

 

 スピーキングはペーパーテストでは

出題されておらず、ALT の先生の授業

やプレゼンテーションが評価対象にな

ったと思われる。 

 読解の 8 割は会話文。これは変わり

がなかった。教科書の文章は全体の 2

割くらいにとどまり、先生のオリジナ

ルが目立った。「初見率」は算出でき

なかったが、指導要領から察して増え

ていくものと思われる。1 題当たりの平均語数は 52 語。また定期テスト 1 回当たりの平均語数は約 84
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語で、長文化したようではなかった。また正誤判定の問題が 2 割を占めた。スキミング（文章全体の

趣旨をつかむ）とスキャニング（知りたい情報を素早く見つける）の能力が求められる。 

《読解の傾向  実用性を重視した問題》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会話文は活字の羅列ではなく、会話がされている空間に身を置くような読み方が入試でも求められ

てくると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上の答えはウ。他の 3 つだったらジョン君の話を聞いていないことになるので失礼、NG。我々は英

語でも国語でも題材の中にあるもので答えるように教えられてきたが、ないものを答えさせるのが斬

新である。 

 英作文は、和文英訳ではなく自己表現が目立った。 

 

 

 

 

 



 

 シチュエーション提示型の設問が

目立っている。 

 

 

 

 

 英作文のうち約 10％が読解問題

の小問として出題されている。 

 

 

 

 

 

 

 中 1 の英作文は、基本文が書ければ大丈夫。そして、基本文の文構造は、ほぼ確実に、問題用紙に

出て来る。特に、1 年 1 学期で頻出の自己紹介は、会話文読解があれば、そこに答えの半分はある。 

 自己紹介の英作文対策。テスト前に次の 7 つをノートやメモに書かせて、添削まで済ませておく

と、試験当日迷わず、時短に繋がる。 

① 名前  ② 出身   ③ 年齢  ④ 好きなこと  ⑤ 出来ること  ⑥ 好きではないこと  

⑦ 出来ないこと 

 今回最もお伝えしたい部分がリスニング。 

単語、アルファベット、Classroom English などの会話表現で 4 割を占めている。これからは音声を

しっかり聴くことを習慣づけて行かなければならないと思う。 



＊例えば can と can’t のように not の聞き取りを確実にする必要がある。 

＊2 語なのに 1 語に聞こえてしまう部分を練習する。例えば study it はほとんど“スタディ”に、like 

him は“ライキムの様につながって聞こえるなど、2 語なのに 1 語に聞こえる場所を意識する。 

   音声を聞いてつながって聞こえる部分に下線を引くなどの印をつけて置き、意識して聴く。 

 

(例 1) 

 

 

(例 2) 

 

 

 

 こういうことを自分でメモることが大切だと思う。 

 必ず実際に発音する習慣をつける 

 Classroom English は要注意。教科書のイラストとセットで、ビジュアル的に記憶すると効果的。 

例えば “Open your textbooks.” と言ったら下のどちらかという問題では、どちらも当てはまるように

も見えるが、教科書では左の方が答えとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 リスニングは評定でも影響が大きいと思われる。下の図のように思考・判断・表現が 1/3 を占める

ようになった。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

「この子は大丈夫！」と思っていたら････ 

更に細かい評定の換算例もある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定期試験でリスニングが何％位出来ていたかもチェックして貰いたい。 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第二部 英語新教材のプレゼンテーション 

(株)教育開発出版 東京２課 酒泉氏 

オンライン英会話  Kyo-kai on E(GRET)だから出来ること 

 

 

 

 

 

 

 

・研修を積んだ高スキルの外国人講師が完全マンツーマン指導 

English Travel、新中問、Key ワークでの指導研修を徹底 

   生徒の学力に応じて指導レベルを変化 

・小学生から高校生まで幅広い指導コースが設定出来る 

小学生は英検 4〜3 級取得を目指した指導を 

   中学生は高校入試を見据えた高い英語力の習得を 

  高校生は大学入試で必要となる資格試験対策に 

 

 専用の予約サイトでレッスンの一括予約が可能。 

 （月間一括予約、年間一括予約、30 分前もキャンセル可能、土日もレッスン可能） 

 レッスン前に、「ハイレベル」「通常」「初心者」の 3 つのレベル選択が出来る。 

English Travel、新中問、Key ワークの紙面を見なが生徒と先生で話すと言う形になる。 

 学習が終わってから先生の方から「評価」と「コメント」が届く。 



英語の「Key ワーク」の説明 

 

 定期テストのリスニング問題対策も出来る。 

 

 

 

 

 

 

 


